
　　昨年度と同様に調査研究、国際交流等の助成並びに学術講演会の開催等を

　　定款３条、第４条に則って次の事業を行うものとする。

１．助成金の交付

　　医学、薬学、医工学及び関連諸科学の医療への応用に関する調査研究、

　　並びに国際交流集会の開催のうち、次に該当するものに対して助成を行う。

（１）調査研究の助成

　　　次の課題に対して助成金を交付する。

　　　・ より豊かな生活に貢献する医療技術に関する研究

　　　・ 生活習慣病における医学、薬学の萌芽的研究

（２）疾患別指定研究助成

　　　疾病の予防、診断、治療に関する班研究

（３）国際交流助成

　　　①国際シンポジウムの開催助成

　　　②二国間学術交流の開催助成
       

（４）心電学に関する助成

　　　日本不整脈心電学会学術大会の開催に対して助成金を交付する。

２．学術講演会の開催

　　先駆的な学術研究成果の発表を通じて、関連分野の発展に寄与するための

　　学術講演会を、「長崎市」と「名古屋市」で開催する。

３．研究成果の発表

　　平成３０年度に調査研究助成金を交付した研究者の研究成果の報告を

　　収録し、『医科学応用研究財団研究報告　ＶＯＬ.３８　２０１９』

　　として刊行する。

４．情報及び資料の収集、整備

　　医学、薬学、医工学及び関連諸科学の医療への応用に関する内外の文献、

　　資料の収集に努める。

令和２年度事業計画



 科　　 目 予 算 額 前年度予算額 増　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　（１）経常収益

　　　基本財産運用益

　　　　基本財産受取利息 122,520,000 121,820,000 700,000
　　　　基本財産受取配当金 97,020,000 97,020,000 0
　　　基本財産運用益計 219,540,000 218,840,000 700,000
　　　経常収益計 219,540,000 218,840,000 700,000
　（２）経常費用

　　　事業費

調査研究助成金 100,000,000 100,000,000 0
疾患別指定研究助成金 10,000,000 10,000,000 0

国際交流助成金 5,000,000 5,000,000 0
心電学助成金 1,500,000 1,500,000 0
　　講演会費 25,000,000 25,000,000 0
講演会謝金 2,000,000 2,000,000 0

   　　　図書費 100,000 100,000 0
役員報酬 2,500,000 2,500,000 0

   　　　旅費交通費 13,000,000 13,000,000 0
  　　　 通信運搬費 1,000,000 1,000,000 0

   　　　消耗品費 200,000 200,000 0
  　　　 印刷製本費 13,000,000 13,000,000 0

諸謝金 1,500,000 1,500,000 0
   　　　会議費 6,000,000 6,000,000 0
選考委員への謝金 3,000,000 3,000,000 0
　　　　　雑　費 2,000,000 1,000,000 1,000,000

　　　事業費計 185,800,000 184,800,000 1,000,000
　　　管理費

役員報酬 2,600,000 2,600,000 0
出向負担金 18,500,000 18,500,000 0

退職給付費用 640,000 360,000 280,000
福利厚生費 100,000 100,000 0

   　　　会議費 6,000,000 6,000,000 0
   　　　旅費交通費 8,000,000 8,000,000 0
  　　　 通信運搬費 800,000 800,000 0

   　　　消耗什器備品費 800,000 800,000 0
   　　　消耗品費 400,000 400,000 0
   　　　修繕費 400,000 400,000 0

  　　　 印刷製本費 800,000 800,000 0
   　　　賃借料 3,500,000 3,500,000 0
   　　　図書費 200,000 200,000 0
   　　　諸会費 400,000 400,000 0
　　　　　雑　費 6,500,000 6,500,000 0

　　　管理費計 49,640,000 49,360,000 280,000
　　　経常費用計 235,440,000 234,160,000 1,280,000
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 15,900,000 △ 15,320,000 △ 580,000

収 支 予 算 書
令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで



 科　　 目 予 算 額 前年度予算額 増　　減
当期経常増減額 △ 15,900,000 △ 15,320,000 △ 580,000

　２．経常外増減の部

　（１）経常外収益

　（２）経常外費用

当期経常外増減額 0 0 0
他会計振替額

当期一般正味財産増減額 △ 15,900,000 △ 15,320,000 △ 580,000
一般正味財産期首残高 415,000,000 352,060,000 62,940,000
一般正味財産期末残高 399,100,000 336,740,000 62,360,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産受取利息 121,800,000 121,100,000 700,000
基本財産受取配当金 97,020,000 97,020,000 0

一般正味財産への振替額 218,820,000 218,120,000 700,000
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 16,625,700,000 16,615,700,000 10,000,000
指定正味財産期末残高 16,625,700,000 16,615,700,000 10,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 17,024,800,000 16,952,440,000 72,360,000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

資金調達及び設備投資の見込みについて
（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）

　（１）資金調達の見込みについて

　　　　当期中における借り入れの予定はございません。

　（２）設備投資の見込みについて

　　　　当期中における重要な設備投資（除却、売却を含む）の予定はありません。


